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Thepu叩oseof this paper is to c1arify the influences of children' fire safety know1edge and spatia1 cognition on 
evacuation behavior in Scho01-Community Comp1exes. We surveyed children at 8 scho018 with our questionnむreι
The resu1ts are summarized as fol1ows; 
1) The ratio of routes away fromむhefire increase in proportion with the age of the children. 2) The 
m勾orityof children have basic fire safety know1edge， but above half the number of children do no七understand
smoke flow and whether to open or shut windows in a fire. 3) Having spatia1 cognition influences more or 1ess 
the judgment of a correct route， but i七回 nota de七eηnir由19factor. 4) Most children in a fire during recess 
tend to act in a group with七heirteachers. 
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表 l 調査校の概要と調査クラス
学校名 区名 強エ年 井39:施設 児童数 イフフス散
N小 中央 平成6年 幼稚園.中学校 152 5 
333 1 
I D小 平成6年 幼稚園‘図番館 145 6 社会教育館 265 10 
S/]、午代田 平成8年開花園、禁容館、児霊髭 93 3 
186 8 
学校 I 小 昭和田年 幼稚園、保育園 91 4 
286 12 
円/j¥ 平成10年 幼稚園、図書官 72 3 社会教育館 200 8 
K小 港 平 8 明確図、中宇校 100 3 
329 8 
H中 中央 平成3年 保育園 306 8 特別畳護老人ホム 306 9 
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2年生 72人 日2-9F 1998 
4年隼 54人 1999 
6年生 33人
2年生、51人 B2-5F 1998 
4年生 56人 1999 
6年生・41人
Z年生犯人 B2-1F 199B 
4""-生 30 1999 
6年生:31人
4年生。46人 BI-8F 1998 
6年隼 56人
4年生 21人 B2-1F 1999 
6年生。40人
2年生犯人 4F 1999 
4年生 35人
6年生 21人
1年生 81人 Bl-1F 1999 
2年生 103人
3年生 112人
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ト I I I i 
4年生(α239ω)隙糠瀞E圃圃闇闇園蝿曲噛哩3
ト I I I! 
2年生(179)際職時同申判明同時雨萌 l




















































































































高くなる。しかし、 4年では 5割程度、 6年では 3割
程度の児童は単独避難が困難な可能性がある。
-空間認知率については、学年が上がるにつれ高くなるロ
@火災については学年にかかわらずおおむね基本的な
知識があると言えるが、煙の流動と窓の開閉処理に関
する火災知識は低い。
・単狙の避難時の判断についいては、子供は学校が出す
指示を待つ傾向が強い。このため、単独避難を考慮し
た指示・指導が必要である。
・学年が上がるにつれ空間認知率と回避率は共に上が
るため関係があると考えられる。
-男女の回避率の差はほとんど見られない。
・小学校高学年と中学生の間には回避率の差は見られ
ない。
今後は、避難対応能力の個人差や地域差がどのように
して生まれるのか解明する必要がある。
なお、この研究の一部は文部省科学研究費(平成 11、
12年度基盤研究C)によるものである。
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